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九州工業大学 学生総合支援室 下田 学

Kyushu Institute of Technology

・発達障害のある学生の状況

・本学の学生支援体制について

・新たな修学支援体制づくり

・今後の課題と展望

Kyushu Institute of Technology

報告内容

Kyushu Institute of Technology

大学等における障害のある学生数

①病弱・虚弱

9,387 人

②精神障害

6,775 人

③発達障害

4,150 人

「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の
修学支援に関する実態調査分析報告」H29.9 日本学生支援機構

Kyushu Institute of Technology

（参考）

カテゴリー別（発達障害） 「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の
修学支援に関する実態調査分析報告」H29.9 日本学生支援機構

Kyushu Institute of Technology Kyushu Institute of Technology

支援実施状況（発達障害） 「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の
修学支援に関する実態調査分析報告」H29.9 日本学生支援機構

授業支援 授業以外の支援
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Kyushu Institute of Technology

支援実施状況（内容別） 「大学、短期大学及び高等専門学校における障害のある学生の

修学支援に関する実態調査分析報告」H29.9 日本学生支援機構

授業支援 授業以外の支援

Kyushu Institute of Technology

学生生活におけるニーズ 日本学生支援機構
「大学における学生相談体制の充実方策について」H19.3

Kyushu Institute of Technology

－発達障害のある学生の場合

発達障害のある学生もしくは発達障害の可能性のある学生

・実験等でのグループ活動が苦手

・レポート作成が難しい

・レポートを含めた提出物の管理が苦手

・電話連絡やメールへの反応が不得意

・掲示板やメールでの周知を確認せずに経過してしまう

・必須科目がとれず進級ができない（退学する学生もいる）

・研究室に馴染めず登校できずにいる

・就職が決まらない

本学での状況

Kyushu Institute of Technology

経済面

学習面

人間関係

家族のこと

生活トラブル

心身の体調面

進路・就職

－障害者差別解消法の制定－

レポート作成が上手くでき
ない

リスニングの授業に対応できない

車椅子での実験参加が不安だ

筆記に時間を要する

▶ 複数の生活課題を持つ学生

▶ 障害のある学生への支援

▶ 精神的危機の状況にある学生

▶ 相談に来れない学生

▶ 学校へ来れない学生

Kyushu Institute of Technology

学生支援の課題

▶ 複数の生活課題を持つ学生

▶ 精神的危機の状況にある学生

▶ 相談に来れない学生

▶ 学校へ来れない学生

▶ 障害のある学生への支援

→ 既存の機関以外での支援へ

→ 根拠を持って手を差し伸べる支援へ

→ 安全に配慮した支援へ

→ 包括的な支援へ

→ 合理的配慮の提供へ

学生総合支援室の設置へ

Kyushu Institute of Technology

学生支援の課題に対して
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Kyushu Institute of Technology

学生総合支援室の機能と支援の流れ

学生総合

支援室

保健
センター

キャリア
センター

学習
支援室

各部局

教務・学生係

学生相談員

指導教員
担任制

ハラスメント
相談員

学生総合
支援室

①相談窓口機能

②コーディネート機能

③マネージメント機能

家族

医療機関

外部機関

教職員

学生
家族

Kyushu Institute of Technology

障害者差別解消法
「障害学生支援について」文部科学省
平成28年度体制整備支援セミナー

【対応要領の構成】

・目的
・定義
・不当な差別的取扱い及び合理的配慮の基本的な考え方
・障害を理由とする差別の解消に関する推進体制
・監督者の責務
・不当な差別的取扱いの禁止
・合理的配慮の提供
・相談体制の整備
・修学支援及び紛争防止のための体制
・不服申し立て
・職員への研修・啓発
・懲戒処分等

本学の職員対応要領

Kyushu Institute of Technology

学生

障害学生修学支援検討・推進委員会

【合理的配慮内容の評価／施策推進】申し立て窓口【全学】
学務課 学生総合支援室

支援組織
（保健センター）

（キャリアセンター等）

キャンパス・ハラスメント防止委員会

【不当な差別的取り扱い】

教育企画室、学生委員会
【合理的配慮の不提供】

最高管理責任者（学長）

総括監督責任者（副学長）

監督責任者
（部局長）

監督者
（学科長）

教員・事務

※支援チーム構成

不服申し立て

障害のある学生への修学支援体制

申請・受理

審議①（ケースの承認是非）

本人への通知

合理的配慮プラン作成

審議②（プラン内容の確認）

支援の実施

審議③ （定期評価）

「不許可」

「保留」

「許可」

「保留」

「承認」

「継続」

「終結」

「保留」

修学支援の申請から支援実施までの流れ

Kyushu Institute of Technology
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実態：「学生の状況や思い」「大学ポリシーと現場の実態」

意識：学生の希望を中心に、修学の本質を考える

取組：大学としてケースを捉える（手続き、責任の所在）

：現場レベルにおいて学生や家族との協議（建設的対話）

：合意によるプラン作成と大学による承認

結果：適切な合理的配慮につながる

Kyushu Institute of Technology

合理的配慮の検討から決定までの視点

修学支援体制作りにおいて

□プロセスを重視し、合意形成を図る体制をつくることが

できた（キーワード：アクセス、リンク、プロセス）

□第三者的な立ち位置で評価する人材や組織の介入に至っ

ていない

実際の修学支援において

□現時点では学生のニーズを充足する形となっている

□評価においてダブルスタンダードが生じた

Kyushu Institute of Technology

実践に対する振返り

支援レパートリーの強化

ＬＤの特徴をもつ学生への対応

意思表明がない学生のサポート

家庭、教育機関、関係機関との連携強化

入学前相談の充実

就職準備、就職活動への支援

教育の本質を維持した評価方法の検討（指標づくり）

Kyushu Institute of Technology

今後の課題と取組み


